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平
成
二
十
五
年
度
生
乳
計
画
生
産
の
取
り
組
み
方
針

広
島
県
へ
の
生
乳
生
産
割
当
量
は
、

平
成
二
十
四
年
度
確
定
実
績
の
一〇
一
％
に
！！

　
一
月
三
十
日
、
中
国
生
乳
販
連（
以
降
、

同
連
）は
、
平
成
二
十
五
年
度
生
乳
計
画
生

産
の
取
り
組
み
方
針
を
受
託
販
売
委
員
会
に

諮
問
し
、
理
事
会
で
決
定
し
た
。

　
計
画
生
産
の
取
り
組
み
は
、（
社
）中
央
酪

農
会
議
が
決
定
し
た
方
針
を
ベ
ー
ス
と
し
て

い
る
。

　
以
下
に
、
同
連
の
方
針
を
紹
介
す
る
。

一
．
基
本
方
針

　

来
年
度
の
計
画
生
産
対
策
は
、
今
年
度
に

引
き
続
き
、
中
央
配
分
の
「
平
成
二
十
五
年

度
供
給
目
標
数
量
」を
必
達
目
標
と
し
て
位

置
づ
け
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
六
年
度
ま

で
に
生
乳
生
産
量
三
十
万
ト
ン
の
達
成
を
目

指
す
〝
H
O
S
T
Y
生
乳
生
産
基
盤
復
元
計

画
〟
と
の
一
体
的
な
取
り
組
み
を
図
る
も
の

と
す
る
。

　

脆
弱
化
し
た
生
乳
生
産
基
盤
を
立
て
直

し
、
増
産
体
制
へ
の
転
換
・
定
着
を
図
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
各
県
会
員
の
枠
を
超
え
た

広
域
に
お
け
る
営
農
指
導
情
報
の
共
有
化
及

び
優
良
事
例
の
活
用
等
に
よ
る
経
営
指
導
の

実
施
等
に
よ
り
、
生
産
者
の
増
産
機
運
の
高

揚
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
生
乳
生
産
予
測
の
さ
ら
な
る
精
度

向
上
及
び
生
産
基
盤
状
況
の
把
握
を
目
指
す

観
点
か
ら
、
今
年
度
に
引
き
続
き
、
原
則
と

し
て
四
半
期
を
単
位
と
す
る
個
体
の
動
態
及

び
経
営
意
向
の
集
約
等
に
係
る
調
査（
経
営

動
態
調
査
）を
実
施
す
る
。

　

こ
れ
ら
を
勘
案
し
て
、
平
成
二
十
五
年
度

の
計
画
生
産
対
策
は
、（
ア
）H
O
S
T
Y
生

乳
生
産
基
盤
復
元
計
画
と
連
動
し
た
増
産
体

制
の
転
換
・
定
着
、（
イ
）管
内
の
優
良
事
例

等
の
情
報
共
有
化
・
営
農
改
善
指
導
へ
の
有

効
利
用
に
よ
る
経
営
改
善
・
生
産
意
欲
高
揚

の
醸
成
、
及
び（
ウ
）五
会
員
に
よ
る
一
体
的

運
営
下
に
お
け
る
的
確
な
管
理
と
流
動
化
の

実
施
を
基
本
と
し
て
取
り
組
む
も
の
と
す

る
。

二
．
生
乳
計
画
生
産
対
策
の
運
営

（
一
）
同
連
に
対
す
る
平
成
二
十
五
年

度
中
央
配
分
の
「
供
給
目
標
数
量
」
は

二
十
九
万
五
千
百
四
十
八
ト
ン（
前
年
度
実

績
見
込
対
比
百
・
五
％
）。

（
二
）前
述
数
量
に「
選
択
的
拡
大
生
産
数
量
」

と
し
て
、①
チ
ー
ズ
向
け
実
績（
四
百
九
十
二

ト
ン
：
平
成
二
十
四
年
度
実
績
見
込
み
数

量
）及
び
、
②
計
画
生
産
目
標
数
量
を
前
年

度
実
績
見
込
み
対
比
百
一
％
に
押
し
上
げ
る

増
産
期
待
枠
と
し
て
二
十
一
世
紀
枠（
前
年

度
実
績
見
込
み
対
比
〇
・
五
％
相
当
）を
加
算

し
、
同
連
の
平
成
二
十
五
年
度
「
計
画
生
産

目
標
数
量
」は
二
十
九
万
六
千
九
百
六
十
六

ト
ン（
前
年
度
実
績
見
込
み
対
比

一
〇
一
・
〇
％
）。

（
三
）「
供
給
目
標
数
量
」に
は
、
需
給
が

緩
和
に
転
じ
た
場
合
の
過

剰
回
避
対
策
の
対
象
と
な

る
「
特
別
調
整
乳
数
量
」が

千
九
百
九
十
三
ト
ン
内
包
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
会
員
別

計
画
枠
に
も
同
率
を
一
律
適

用
す
る
。

（
四
）九
月
末
日
及
び
十
二
月

二
十
日
の
供
給
目
標
数
量
返

還
期
日
に
合
わ
せ
て
、
会
員

実
績
生
産
見
込
み
の
勘
案
及

び
流
動
化
を
実
施
す
る
。
そ

の
上
で
、
実
績
数
量
が
計
画

数
量
を
超
過
す
る
か
、
も
し

く
は
未
達
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
場
合
は
、
中
央
へ
の
当

該
超
過
・
未
達
相
当
数
量
の

増
減
申
請
を
行
う
。

（
五
）
①
全
国
で
取
り
組
む

過
剰
回
避
対
策
及
び
②

『
二
十
一
世
紀
枠
』の
処
理

実
行
に
か
か
る
経
費
負
担
に

つ
い
て
は
会
員
共
通
負
担
と

し
、
生
乳
生
産
基
盤
活
性
化

対
策
資
金
を
充
て
る
こ
と
と

す
る
。
た
だ
し
、
双
方
を
実

行
す
る
場
合
は
①
の
過
剰
回

避
対
策
を
優
先
的
に
実
施
す

る
こ
と
と
す
る
。

（
六
）超
過
・
未
達
に
係
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
等

は
中
央
取
り
決
め
に
準
ず
る
も
の
と
す
る
。

　

前
述
に
よ
る
「
会
員
別
配
分
数
量
」は
次

の
表
の
通
り
。
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